
陶
淵
明
に
お
け
る
天
・
人
の
問
題

陶
淵
間
関
が
診
沢
の
令
を
辞
任
し
て
郷
里
に
帰
国
し
た
の
は
、
四
十

一
歳
(
四

O
五
)
当
時
と
推
定
さ
れ
る
が
、
以
後
享
年
の
六
十
三
歳

ま
で
、
そ
の
生
活
が
次
第
に
飢
え
と
背
中
合
わ
せ
の
、
極
度
の
貧
窮

状
態
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
い
」
と
は
、
ほ
ぽ
路
実
と
み
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
彼
の
後
半
生
の
感
情
や
思
想
の
実
態
は
、
隠
遁
生
活
の
中
間

点
に
相
当
す
る
五
十
三
、
四
歳
頃
の
作
品
群
、
「
飲
酒
」
二
十
首
、

「
一
一
誠
一
貧
土
」
七
首
、
「
感
士
不
遇
賦
」
、
「
怨
詩
程
調
、
示
腕
主
簿
部
治

(
1
)
 

中
」
等
に
お
い
て
、
極
め
て
鮮
明
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
詩
文
の
内
容
は
、
次
の
三
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
人
間
存
在
の
有
限
性
、
み
ず
か
ら
の
生

命
の
う
つ
ろ
い
や
す
さ
へ
の
痛
切
な
嘆
き
で
あ
り
、
第
二
は
人
間
の

際
中
ん
の
後
退
箆
孫
、
現
実
の
社
会
・
政
治
の
混
潟
、
そ
こ
で
の
高
潔

の
士
の
不
遇
に
つ
い
て
の
激
烈
な
憤
り
で
あ
り
、
第
三
は
隠
遁
生
活

の
自
由
の
賛
美
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
は
、
基
幹
部
分

上

国

武

に
お
い
て
、
司
馬
遷
と
『
史
記
』
の
影
響
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
と
、
不
遇
逆
境
に
堪
え
抜
く
た
め
の
支
え
と
し
て
の
「
国
窮
」

(
三
翠
立
衛
霊
公
篇
の
孔
子
の
言
葉
に
基
ご
つ
く
「
窮
を
酉
ぬ
く

u
l

貧
窮
に
め
げ
ず
節
擦
を
貫
き
通
す
ー
一
)
の
気
概
が
色
濃
く
表
れ
て
い

る
こ
と
も
注

g
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
回
窮
」
の
一
に
象
徴
さ
れ
る
淵
明
の
隠
逸
志
向
の
本
質
に
つ

い
て
、
私
は
彼
の
思
想
の
核
と
見
な
さ
れ
て
き
た
「
真
ー
一
「
善
i

一
等

〈

2
〉

の
理
念
語
と
の
か
か
わ
り
か
ら
考
察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
小
論

は
右
の
作
品
群
を
中
心
と
し
て
、
帰
出
弟
耕
生
活
の
中
で
の
淵
明
の

思
想
の
根
底
に
よ
こ
た
わ
る
狭
義
の
世
界
観
、
こ
の
世
界
と
人
間
存

在
の
本
質
に
つ
い
て
の
認
識
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

( 14 ) 

淵
明
の
世
界
観
は
、
具
体
的
に
は
「
天
・
人
」
の
問
題
に
お
い
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
天
と
人
間
と
の
か
か
わ
っ

は
、
中
国
思
想
史
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
が
、
淵
拐
の
詩
文
中
に



も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
彼
の
認
識
を
う
か
が
わ
せ
る
素
材
を
若

干
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

淵
明
の
詩
文
に
お
け
る
天
の
用
例
は
大
き
く
は
三
つ
に
類
別
さ
れ

る
。
第
一
は
い
わ
ゆ
る
大
空
、
で
あ
る
。

A 

。
(
天
惟
澄
、

。

ィ
ヲ
川
口
¥
州

V
T
、

耳
可
ノ
華

o
 
天
無
雲
、

。天高
、

B 

単
独
の
用
例

!
l七

0

0

0

 

設
天
、
仰
天
鳴
、
天
然
、

二
字
熟
訟
の
用
例
i

i
一
回
(
天
象
、
天
旭
、
天
字
、
九
天
、

天
界
、
天
泣
、
天
側
、
天
色
(
|
天
気
、
天
地
、
天
路
は
各
二
例
)

第
二
は
世
界
の
主
宰
者
と
し
て
の
天
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
淵

明
独
自
の
考
え
に
基
ご
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
社
会
の
伝
統
的

習
慣
的
用
法
に
従
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
十
例
が
あ
げ

ら
れ
る
。

C 

天
集
有
漢
(
命
子
)
、
ハ
ク
)
、
天
容
自
永
田
(
述

酒
)
、
天
運
荷
如
此
(
忠
良
子
)
、
蔵
氏
乱
天
紀
(
桃
花
源
詩
)
、
天

人
革
命
(
読
史
述
・
夷
斉
)
、
重
擢
天
罰
(
祭
程
氏
妹
文
〉
、
友
自

天
愛
(
祭
従
弟
敬
遠
文
)
、
明
朗
上
天
繋
ハ
読
山
海
経
其
十
一
)
、

奉
上
天
之
成
命
(
感
士
不
通
賦
)

右
の
二
種
の
月
例
に
対
し
、
次
に
あ
げ
る
の
は
、
天
人
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
、
淵
明
自
身
の
考
え
方
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
第
一
は
人
間
は
万
物
の
一
部
で
あ
り
、
万
物
と
と
も
に
天

地
の
気
を
受
け
て
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
出
た
と
い
う
認
識
を
語
る
例

で
あ
る
。

h

的
主
に
大
塊
、
悠
悠
高
長
。
是
生
万
物
、
余
得
為
人
。
円

1
た
註

た
る
大
塊
、
悠
悠
た
る
高
長
。
是
に
万
物
を
生
じ
、
余
人
と
為
る

を
得
た
り
。
(
自
祭
文
)

制
坊
に
お
い
て
人
間
存
在
の
根
源
が
天
と
地
、
つ
ま
り
大
自
然
で

あ
る
と
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の
二
例
か
ら
も
確

め
ら
れ
る
。
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bM

呑
大
塊
之
受
気
、
何
斯
人
之
独
霊
。
一
果
神
智
以
歳
昭
一
、
乗
三
五

あ
る

市
垂
名
0
1
1杏
大
塊
の
気
を
受
け
、
何
ぞ
斯
の
人
な
る
も
の

の
独
り
霊
な
る
。
神
智
を
菓
け
て
以
て
照
き
を
蔵
め
、
三
五
を
乗

っ
て
名
を
張
一
す
。
(
感
士
不
遇
賦
)

れ
山
深
感
父
老
言
葉
気
寡
所
諾
H
U
U
深
く
父
老
の

菓
気
詰
ぐ
所
寡
し
(
飲
酒
其
九
)

に
感
ず
る
も



こ
の
よ
う
な
考
え
の
源
流
は
、
お
そ
ら
く
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の

「
夫
大
塊
憶
気
其
名
為
風
に
や
、
大
宗
師
篇
の
「
夫
大
塊
載
我
以

形
、
労
我
以
生
、
扶
我
以
老
、
怠
我
以
死
。
」
な
ど
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
鐙
優
民
氏
が
「
素
朴
気
一
元
論
」
と
名
づ

ハ
3
)

け
な
が
ら
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
雲
間
衡
』
物
勢
篇
の
「
天

地
合
気
、
人
偶
自
生
L

な
ど
を
直
接
の
影
響
源
と
す
る
も
の
と
い
え

ト

4
λ
ノ
。

人
間
が
万
物
と
と
も
に
、
大
自
然
の
気
を
受
け
て
こ
の
世
に
生
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
自
然
の
一
部
分
と
し
て
生
存
し
、
死
滅

し
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
李
長
之
氏
等
の
諸
先
学
に
よ
っ
て
と

り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
淵
切
の
死
生
観
を
象
徴
す
る
「
化
選
」
(
人
間

の
生
命
・
肉
体
の
変
化
は
自
然
の
物
質
的
変
化
と
同
一
の
法
則
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
る
)
と
い
う
言
葉
は
、
右
の
認
誠
の
具
体
的
表
現
で

あ
る
。
「
化
遷
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
新
た
に
付
け
加
え
る
余
地
は

な
い
と
忠
わ
れ
る
が
、
そ
の
自
覚
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
楽
天
」
の

人
生
態
度
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

E 

勤
・
麟
余
労
、
心
有
常
問
。
楽
天
委
分
、
以
至
百
年
。
川

1
勤
め

て
労
を
余
す
こ
と
腕
け
れ
ば
、
心
に
は
常
間
有
り
。
天
を
楽
し
み

分
に
委
ね
、
以
て
百
年
に
至
る
。
(
自
祭
文
)

一
楽
天
一
は
『
易
』
繋
辞
伝
の
「
楽
天
知
命
、
故
不
菱
。
」
を
血
ハ
故

と
す
る
。
王
腐
は
「
楽
天
」
に
つ
い
て
、
「
煩
天
之
化
、
故
楽
也
。
」

と
注
す
る
が
、
『
正
義
』
は
そ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
部
分
全
体
を
「
願

0

0

0

0

0

 

天
道
之
常
数
、
知
性
命
之
始
終
、
任
自
然
之
理
、
故
不
憂
也
。
」
と

パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
す
る
。
こ
こ
で
の
天
は
世
界
の
主
宰
者
と
し
て
の
そ

れ
で
な
く
、
一
般
に
は
つ
天
命
」
と
い
う
熟
語
で
表
現
さ
れ
る
、
人

間
に
内
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
人
為
に
よ
ら
ず
お
の
ず
か
ら
成
っ

て
ゆ
く
も
の
、
「
必
然
の
変
化
の
理
法
」
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
「
自

祭
文
」
の
「
楽
一
夫
」
も
右
の
注
疏
の
線
上
で
解
釈
し
て
さ
し
っ
か
え

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

み
ず
か
ら
の
運
の
貧
し
さ
や
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
死
を
冷
静
に
受

け
と
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
自
然
の
に
身
心
を
ま
か
せ
き
る

( 16 ) 

こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
の
平
衡
安
定
を
確
係
し
よ
う
と
す
る
人
生
態

度
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
る
な
ら
、
「
楽
天
」
の
思
想

は
、
「
形
、
影
、
神
」
一
三
自
の
つ
神
釈
」
の
終
末
で
「
正
宜
委
運
去

縦
浪
大
化
中
不
喜
亦
不
健
応
尽
使
須
尽
無
復
独
多
慮

l
H正

に
宜
し
く
運
に
委
ね
去
る
べ
し
大
化
の
中
に
縦
浪
し
喜
ば
ず
亦

た
擢
れ
ず
応
に
尽
く
べ
く
ん
ば
使
ち
須
く
尽
く
べ
し
復
た
独
り

多
く
慮
る
こ
と
無
か
れ
」
と
全
く
同
一
の
内
容
と
い
う
こ
と
が
で
き



る
人
間
が
大
自
然
の
気
に
よ
っ
て
生
を
享
け
、
そ
の
人
生
が
J

目
然
の

物
質
的
変
化
と
同
一
の
法
則
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立

っ
て
、
自
然
の
理
の
ま
ま
に
死
を
冷
静
に
受
容
し
よ
う
と
い
う
淵
拐

の
人
生
態
度
は
、
極
め
て
理
性
的
な
連
続
の
哲
学
と
見
な
し
得
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
の
淵
明
が
そ
の
達
観
を
わ
が
も
の
と
し
て

肉
体
化
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
周
知
の
よ
う
に
、
実
際
は
む
し
ろ

逆
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
五
柳
先
生
は
そ
の

哲
学
の
体
現
者
で
あ
り
、
「
自
祭
文
」
や
「
与
子
搬
等
疏
」
に
は
そ

の
留
学
が
具
体
的
に
諮
ら
れ
は
し
て
い
る
。
だ
が
「
五
柳
先
生
伝
」

一
白
祭
文
」
は
明
ら
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
「
与
子
徹
等
疏
」

は
家
一
長
の
立
場
か
ら
の
子
供
ら
へ
の
訓
戒
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
な
ま

身
の
淵
明
白
身
か
ら
は
距
障
の
あ
る
、
た
て
ま
え
の
饗
き
を
感
じ
さ

せ
る
こ
間
を
否
定
で
き
な
い
。
第
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
む
し

ろ
「
飲
酒
」
以
下
の
作
品
群
に
こ
そ
、
老
残
の
境
に
近
づ
き
、
厳
し

い
貧
窮
生
活
と
対
的
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
淵
明
の
「
本
音
」

が
、
よ
り
直
裁
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
白
さ
れ
る
の
は
、
天
と
人
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
の
、
淵
朗
自
身
の
個
性
的
な
認
識
が
、
こ
れ
ら
の
詩
文

に
お
い
て
、
か
な
り
に
鮮
明
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
淵
mm
の
天
人
観
は
二
点
指
摘
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
「
い
わ

ゆ
る
天
道
」
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
懐
疑
が
語
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る。FI 

承
前
王
之
清
詩
、
日
天
道
之
無
親
、
澄
得
一
一
以
作
翠
、
甑
締
諮
問

而
佑
仁
。
一
央
投
老
以
長
飢
、
回
早
天
而
又
賛
。
傷
詩
卒
以
備
柳
、

悲
茄
破
損
身
。
雌
好
学
与
行
一
一
説
、
何
死
生
之
苦
辛
。
疑
報
徳
之
若

い
に
し
へ
き
み

設
、
健
斯
一
一
昌
之
虚
陳

0
1
1前
の
王
の
清
き
詩
へ
を
承
れ
ば
、
日

く
天
道
の
続
無
く
、
澄
み
て
一
を
得
て
以
て
墜
と
作
り
、
恒
に

普
を
輔
け
仁
を
佑
く
と
。
夷
は
老
に
投
じ
て
長
に
飢
ゑ
、
回
は

早
天
し
て
又
貧
な
り
。
卒
、
を
請
ひ
て
以
て
榔
を
備
ふ
る
を
傷
み
、

磁
を
茄
ひ
て
身
を
演
す
を
悲
し
む
。
好
学
と
行
義
の
ひ
と
と
臨

も
、
何
ぞ
死
生
の
苦
手
な
る
。
徳
に
報
ゆ
る
の
弦
の
若
き
を
疑

ひ
、
斯
の
の
虚
し
く
陳
べ
ら
る
る
を
懐
る
。
ハ
感
士
不
退
賦
)

( 17 ) 

い
う
ま
で
も
な
く
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
を
典
故
と
す
る
一
節
で
あ

る
c

「
感
士
不
遇
賦
」
は
序
の
冒
頭
部
で
、
董
仲
箭
の
「
土
不
遇
賦
」

と
司
馬
遷
の
「
悲
土
不
通
賦
」
を
読
ん
だ
心
の
波
立
、
ち
の
中
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
表
白
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
引
用

例
(

h

h

)

が
こ
の
賦
の
主
題
展
開
の
核
心
部
分
で
あ
る
こ
と
や
、
序



に
お
い
て
も
別
に
伯
夷
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
す
れ

ば
、
淵
拐
の
心
を
最
も
強
く
動
か
し
た
の
は
、
「
伯
夷
列
伝
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
淵
明
は
「
伯
夷
列
伝
」
の
ど
の
よ
う
な
点
に
心
を
ひ
か
れ
た

の
か
。
「
感
土
不
適
賦
」
の
序
文
百
七
十
字
の
す
べ
て
と
、
本
文
五

百
五
十
九
字
の
約
九
割
の
、
四
百
九
十
五
字
を
費
し
て
綿
々
と
訴
え

る
の
は
、
高
潔
の
士
の
不
遇
、
人
間
の
運
命
と
し
て
の
禍
福
の
不
公

平
さ
に
対
す
る
恨
み
と
憤
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
佑
夷
と
顔
回
こ

そ
、
淵
明
の
心
に
運
命
へ
の
怨
念
の
火
を
点
じ
た
、
起
爆
剤
の
ご
と

き
存
在
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
「
伯
夷
列
伝
」
と
「
感
土
不
遇
賦
」
と
を
結
び
つ
け

る
、
「
天
道
へ
の
懐
疑
」
の
実
質
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
か
。
「
伯
夷
列
伝
」
の
当
該
部
分
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
の
司
馬
遼
の
口
一
誠
に
あ
ら
た
め
て
注
意
を
向
け
て
見
る

必
要
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

G 

或
日
、
天
道
無
親
、
常
与
善
人
。
若
伯
夷
・
叔
斉
可
謂
諮
問
入

者
、
非
邪
。
穣
仁
紫
行
如
此
而
餓
死
o
i
l
-若
至
近
世
、
操
行
不

軌
、
専
犯
忌
詩
、
市
終
身
逸
楽
寓
厚
、
累
世
不
絶
、
或
択
地
一
間
指

之
、
時
然
後
出
一
一
一
一
口
、
行
不
自
窪
、
非
公
正
不
発
償
、
市
遇
禍
災

者
、
不
可
勝
数
也
。
余
誌
一
惑
駕
。
簸
所
謂
天
道
是
邪
非
邪
。

冒
頭
部
の
つ
惑
田
、
天
道
無
親
、
常
与
善
人
」
は
、
『
老
子
』
第

七
十
九
章
に
基
づ
く
が
、
発
言
主
体
を
そ
れ
と
明
ら
か
に
し
な
い
こ

こ
で
の
「
或
臼
」
と
い
う
表
現
は
、
か
な
り
よ
そ
よ
そ
し
い
印
象
を

与
え
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
に
続
く
文
章
と
対
照
す
る

な
ら
、
筆
者
が
そ
の
言
葉
の
内
容
に
同
感
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
一

自
燦
然
た
る
語
-
調
で
あ
る
。
そ
し
て
冒
頭
部
に
照
応
す
る
段
落
末
に

お
け
る
「
所
謂
天
道
'
一
、
「
世
の
人
々
が
言
い
な
ら
わ
し
て
き
た
天

道
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
の
「
天
道
」
が
自
分
に
は
か
か
わ
り
な

い
と
い
う
突
き
放
し
た
気
持
を
あ
ら
わ
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
「
儀
」
と
い
い
、
三
疋
邪
非
邪
」
と
い
う
極
度
の
腕
白
表
現
を
用

い
て
は
い
て
も
、
こ
こ
で
司
馬
遷
が
述
べ
た
い
の
は
、
世
間
の
人
び

と
の
信
奉
す
る
天
道
は
非
で
あ
り
、
正
し
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

尽
き
て
い
る
。
司
馬
遷
の
壮
年
郊
の
領
の
時
代
思
潮
は
、
董
仲
倍
の

天
人
相
関
説
を
中
心
と
す
る
今
文
派
の
儒
家
思
想
に
対
し
て
、
前
代

の
主
流
で
あ
る
黄
老
思
想
が
ま
だ
か
な
り
有
力
で
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
く
、
司
馬
遷
自
身
道
家
思
想
に
強
い
共
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
が
、
李
陵
事
件
に
よ
る
筆
舌
に
表
わ
し
が
た
い
悲
惨
な

体
験
を
み
ず
か
ら
味
う
一
方
、
『
史
一
記
』
執
筆
の
過
程
で
、
「
天
人
の

ハ
4
〉

際
」
を
極
め
る
こ
と
に
心
血
を
注
い
で
き
た
彼
と
し
て
は
、
絶
対
的

超
越
的
存
在
と
し
て
の
「
天
道
」
が
、
人
間
世
界
の
善
な
る
者
に
恩

( 18 ) 



寵
を
下
す
と
い
う
、
『
老
子
』
や
『
易
』
な
ど
の
所
説
の
雑
探
し
た

道
徳
的
補
福
報
応
説
は
、
事
実
に
照
ら
し
て
何
と
し
て
も
承
服
し
か

(
5
)
 

ね
る
も
の
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

可
馬
遼
の
不
遇
感
を
追
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
治
問
問
が
、
右

の
よ
う
な
道
徳
的
禍
福
報
応
説
へ
の
石
定
の
心
情
を
も
、
ま
さ
に
肉

体
化
す
る
形
で
継
承
し
た
こ
と
は
、
同
時
期
に
次
の
二
例
の
あ
る
こ

と
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

F2 

積
善
云
有
報
夷
叔
在
西
山
善
悪
有
不
応
何
事
立
空
言

九
十
行
帯
索
飢
来
、
況
当
年
不
頼
回
窮
節
百
世
当
誰
伝

H
l

積
善
報
い
有
り
と
云
ふ
に
夷
と
叔
は
西
山
に
在
り
善
悪
有
し

く
も
応
ぜ
ず
ん
ば
何
事
か
空
し
く
言
を
立
つ
る
九
十
に
し
て

行
く
ゆ
く
索
を
帯
に
し
飢
寒
当
年
に
況
ふ
回
窮
の
節
に
頼
ら

ず
ん
ば
百
世
当
に
誰
を
か
伝
ふ
べ
き
(
飲
酒
其
二
)

hh

顔
生
称
為
仁
栄
公
一
一
一
一
口
有
道
底
空
不
獲
年
長
飢
至
於
老

政
留
身
後
名
一
生
亦
枯
縞
死
去
何
所
知
称
心
国
為
好

1
1

顔
生
は
仁
を
為
す
と
称
せ
ら
れ
栄
公
は
有
道
と
言
は
る
る
も

麗
し
ば
空
し
く
し
て
年
を
獲
ず
長
に
飢
ゑ
て
老
い
に
至
る
身

後
の
名
を
留
む
と
雌
も
一
生
亦
た
枯
縞
せ
り
死
し
去
ら
ば
何
(
6
)
 

の
知
る
所
ぞ
心
に
称
ふ
を
毘
よ
り
'
好
し
と
為
す
(
飲
酒
其
十
一
)

と
こ
ろ
で
ま
た
陶
淵
明
が
以
上
の
よ
う
に
「
伯
夷
列
伝
」
に
よ
り

な
が
ら
天
道
へ
の
懐
疑
を
表
白
し
た
こ
と
に
は
、
文
学
史
的
に
注
自

す
べ
き
意
味
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
は
漢
・
三
国
・
晋
を
見
渡

し
た
時
、
彼
の
よ
う
な
率
産
さ
を
も
っ
て
天
道
へ
の
懐
疑
を
筆
に
し

た
例
は
他
に
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
人
の
う
ち
、
出

現
が
思
想
的
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
愁
康
や
玩
籍
も
、
閉
塞
的
な

時
代
の
状
況
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
深
刻
な
苦
悩
を
抱
い
て
生
き
た
人

物
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
詩
文
中
に
、
天
道
や
天
命
へ
の
懐
疑
の
表
現

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
奮
康
の
場
合
に
は
、
道
徳
的

禍
福
応
報
の
理
が
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
、
吉
凶
禍
福
は
人
間
の
主
体

(
7
)
 

的
行
為
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
庇

籍
に
は
「
佑
夷
列
伝
」
を
血
ハ
故
と
す
る
「
首
陽
山
賦
」
や
「
一
詠
懐

詩
」
其
十
一
な
ど
が
あ
る
が
、
司
馬
師
に
よ
る
陰
険
な
貌
帝
廃
立
劇

の
一
端
を
担
わ
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
向
調
で
き
ぬ
孤
独
で
暗
い
心

情
の
中
で
、
節
義
に
殉
じ
た
伯
夷
・
叔
斉
へ
の
憧
れ
は
語
ら
れ
て

〈

8
)

も
、
天
道
へ
の
懐
疑
は
片
一
一
一
一
口
す
ら
見
ら
れ
な
い
。
漢
、
貌
、
晋
の
間

で
、
天
に
対
す
る
疑
念
の
表
明
と
し
て
は
、
辛
う
じ
て
曹
植
の
「
贈

白
馬
王
彪
」
一
篇
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
が
、
兄
文
帝
五
の
命
令
に

よ
っ
て
、
弟
彪
と
胸
襟
を
開
い
て
語
り
合
え
ぬ
ま
ま
離
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
悲
し
み
を
歌
っ
た
全
百
匂
の
こ
の
長
詩
中
、
こ
か
所
に

( 19 ) 



表
わ
れ
る
天
命
へ
の
疑
念
の
言
葉
は
、
次
の
よ
う
に
極
め
て
抑
制
さ

れ
、
か
つ
意
味
の
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

H 

孤
獣
走
索
群
街
草
不
透
食
感
物
傷
我
徳
撫
心
長
太
怠

太
息
将
何
為
天
命
与
我
違
奈
何
念
同
生
一
往
形
不
帰
1
1
2

苦
立
十
何
慮
思
天
命
信
可
疑
虚
無
求
列
仙
松
(
赤
松
子
)
子

〈
王
子
喬
)
久
一
昔
歎
変
故
在
期
須
百
年
誰
能
持

そ
む

天
を
仰
い
で
身
の
不
過
を
か
こ
つ
「
天
命
我
と
透
け
り
」
と
い
う

表
現
の
背
後
に
天
へ
の
疑
念
が
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
懐
疑
と
い
う
に
は
余
り
に
控
え
目
な
形
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
天
命
信
に
疑
ふ
べ
し
」
は
一
見
過
激
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
こ

で
の
「
天
命
」
は
「
天
の
与
え
る
寿
命
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
意
味

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
司
馬
遼
以
降
、
正
面
か
ら
の
天
へ
の
懐
疑
の
表
明
が
見

ら
れ
な
い
の
か
。
あ
く
ま
で
仮
説
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
董

仲
倍
の
天
人
相
関
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
中
間
に
あ
っ
て

は
、
天
は
国
家
、
社
会
の
存
立
を
き
め
る
根
拠
で
あ
り
、
知
識
人
の

場
合
に
も
そ
の
心
の
奥
底
に
、
根
源
的
な
「
天
へ
の
お
そ
れ
」
が
存

在
し
、
そ
れ
が
正
面
き
つ
て
の
懐
疑
の
表
明
を
は
ば
か
ら
せ
た
と
は

い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
伯
夷
列
伝
」
に
お
け
る
司
馬
遷
の
語
調

が
、
過
度
に
屈
折
し
腕
白
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
「
お
そ

れ
」
と
の
か
か
わ
り
を
い
く
ぶ
ん
か
は
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
淵
現
が
も
し
そ
の
よ
う
な
「
お
そ
れ
」
を
覚
え
な
が
ら
も
、

な
お
あ
え
て
「
天
道
へ
の
懐
疑
」
を
表
白
し
た
の
で
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
そ
こ
に
こ
そ
彼
の
独
自
な
個
性
、
文
人
と
し
て
の
勇
気
や
誠

実
さ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

て。。
五
十
三
、
四
歳
当
時
の
作
品
群
に
お
け
る
淵
明
の
天
人
観
の
第
二

点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
天
道
は
隠
徴
に
し
て
と
ら
え
難
い
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。

( 20 ) 

L 

蒼
長
選
縮
、
人
事
無
己
。
有
感
有
味
、
時
、
測
其
理
。
寧
圏
第
以

お

ほ

ぞ

ら

は

る

と

ほ

済
意
、
不
委
出
荷
累
己
0
1
1け
蒼
与
〈
は
、
遺
か
に
'
緬
く
し
て
、
人
の

よ
の
事
は
己
む
と
き
無
し
。
感
る
こ
と
有
り
味
き
こ
と
有
り
、
出

か
其
の
理
を
溺
ら
ん
。
寧
ろ
困
窮
に
あ
り
て
以
て
意
を
済
く
も
、

委
曲
り
て
己
を
累
は
さ
ざ
ら
ん
。
(
感
士
不
遇
賦
)

12 

天
道
幽
旦
遠

鬼
神
主
味
然

結
髪
念
仏
害
事

耶
附
唱

P

氾
て
し
手

y
i」
ノ
サ
ノ
令
「



弱
冠
逢
世
阻
始
室
喪
其
偏

i
!夏
日
長
抱
飢
寒
夜
無
被
限

造
タ
忠
鶏
鳴
及
農
願
烏
選
在
己
何
怨
天
離
憂
棲

E
T
I

天
道
は
幽
に
し
て
且
つ
遠
く
鬼
神
は
廷
昧
然
た
り
結
髪
よ
り

善
事
を
念
ひ
儲
併
と
つ
と
む
る
こ
と
六
九
年
弱
冠
に
し
て
ひ

け

は

い

へ

か

ま

つ

れ

あ

ひ

と
の
世
の
阻
し
き
に
逢
ひ
室
を
始
へ
て
其
の
偏
を
喪
ふ

l

i
夏

日
に
は
長
に
飢
ゑ
を
抱
き
寒
夜
に
は
被
無
く
し
て
眠
る
タ
に

料
れ
ば
鶏
の
鳴
か
ん
こ
と
を
思
ひ
長
に
及
べ
ば
町
の
遷
ら
ん
こ

と
を
願
ふ
己
に
在
り
何
ぞ
天
を
怨
ま
ん
離
菱
自
前
に
壊
ま
し

(
怨
詩
楚
調
、
一
部
鹿
主
薄
、
郵
治
中
)

「
天
道
は
遠
く
か
す
か
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
は
淵
現
独
特
の
も

の
で
は
な
く
、
古
典
中
に
い
く
つ
か
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
じ
「
天
道
は
隠
微
で
あ
る
」
と
い
う
発

言
に
二
つ
の
系
訟
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
『
左
伝
』

(
9
)
 

昭
公
十
八
年
の
鄭
の
子
産
の
言
葉
で
あ
る
。
鄭
に
大
火
の
起
こ
る
こ

と
を
子
一
一
一
一
口
し
、
宝
物
を
天
に
捧
げ
て
祈
ら
な
け
れ
ば
災
厄
を
除
く
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
史
官
神
電
の
主
張
に
対
し
、
子
産
は
深
遠
な

一
大
道
を
浅
は
か
な
人
智
で
も
っ
て
推
し
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し

て
、
禅
寵
の
申
し
出
を
退
け
る
。
そ
こ
で
の
子
産
の
「
天
道
は
遠
く

人
道
は
、
遡
し
ご
と
い
う
言
葉
は
、
思
想
史
的
に
は
『
論
一
語
』
薙
也

篇
に
お
け
る
「
鬼
神
を
敬
し
て
之
を
遠
ざ
く
」
や
、
『
萄
子
』
天
論

第
の
天
人
の
分
の
主
張
な
ど
と
同
質
の
、
幽
遠
な
天
道
や
鬼
神
に
対

し
、
地
上
の
人
事
の
問
題
こ
そ
確
実
に
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
人
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
、

中
国
古
代
の
人
間
中
心
主
義
、
現
実
主
義
、
つ
ま
り
は
合
理
主
義
的

思
考
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
合
理
主
義
的
思
考
は
、
漢
・
貌
を
'
経
て
淵
閥
的
の

時
代
ま
で
、
確
か
な
伝
統
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
行
っ
た
こ
と
は
当

(
凶
〉

然
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
淵
明
が

人
間
は
天
地
自
然
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と

や
、
ま
た
慧
遠
流
の
神
不
滅
論
や
『
抱
朴
子
』
流
の
神
仙
術
に
明
確

な
否
定
の
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
、
右
の

用
例
(
し
、
し
〉
を
中
国
古
代
の
合
理
主
義
の
流
れ
の
一
端
に
位
置

づ
け
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
天
道
は
隠
微
で
あ
る
」
と
す
る
他
の
一
つ
の
系
譜
の
原
点
は
、

司
馬
遷
の
「
悲
士
不
透
賦
」
中
の
「
天
道
は
微
な
る
か
な
」
の
一
句

に
求
め
ら
れ
る
。
や
や
詳
し
く
眺
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
賦
は
内
容
上

(
孔
)

三
つ
の
段
落
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
段
落
で

は
、
克
己
復
礼
に
つ
と
め
る
一
士
人
が
辰
に
あ
わ
ず
、
不
遇
の
境
に

時
吟
せ
ざ
る
を
得
ぬ
現
実
に
対
す
る
悲
し
み
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
二

段
落
は
文
脈
が
錯
綜
し
て
充
分
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
人

間
の
運
命
を
決
定
づ
け
る
天
道
の
理
が
関
に
し
て
徴
で
あ
る
の
に
対
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し
、
欲
望
の
お
も
む
く
ま
ま
に
互
い
に
傾
奪
し
ハ
競
い
争
い
)
あ
う

人
間
世
界
の
理
(
実
相
)
は
、
顕
然
と
し
て
手
に
取
る
ご
と
く
明
ら

か
だ
と
い
う
点
に
趣
旨
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
第
三
段

落
で
は
、
み
ず
か
ら
の
才
能
へ
の
自
負
の
念
に
基
づ
き
な
が
ら
、
歴

史
家
と
し
て
後
世
に
名
を
残
さ
ず
に
は
お
か
ぬ
と
い
う
強
い
決
意

が
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
「
君
子
病
没
世
市
名
不
称
駕
」
、
『
論
諮
問
』

里
仁
篇
の
「
朝
間
道
、
タ
死
可
奈
」
な
ど
の
名
言
を
援
用
し
な
が
ら

表
明
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
構
成
の
中
で
、
「
天
道
は
微
な
る
か
な
」
と
い
う

表
白
の
持
つ
意
味
を
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
な
ら
、
次
の
三
点
に
集

約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
潔
の
土
が

い
か
に
不
遇
の
境
に
あ
え
ご
う
が
、
微
な
る
天
道
か
ら
は
何
の
応
答

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
道
は
要
す
る
に
地
上
の
人
間
の
吉

凶
禍
福
に
は
何
ら
か
か
わ
り
を
持
た
な
い
と
い
う
の
が
、
第
一
の
意

味
あ
い
で
あ
る
。
天
道
へ
の
懐
疑
が
人
間
の
運
命
に
お
け
る
禍
福
の

不
公
平
さ
へ
の
怨
み
か
ら
発
せ
ら
れ
、
そ
の
思
想
的
内
容
が
、
天
を

根
拠
と
す
る
道
徳
的
禍
福
応
報
説
の
否
定
に
あ
る
こ
と
は
第
二
章
で

跡
づ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
天
道
は
徴
味
で
あ
る
と
い
う
認
識

も
、
運
命
へ
の
怨
念
に
基
づ
、
き
つ
つ
、
や
ふ
消
極
的
に
で
は
あ
る

が
、
や
は
り
道
徳
的
織
福
応
報
説
へ
の
否
定
の
態
度
を
導
き
出
す
も

の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
第
二
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の

は
、
一
一
段
落
に
明
言
さ
れ
る
よ
う
に
、
徴
味
な
天
道
に
対
し
て
、
人

間
界
の
諾
事
象
こ
そ
一
確
か
な
手
ご
た
え
の
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
る
と
す
る
現
実
主
義
的
態
度
で
あ
る
。
ま
た
第
三
点
と
し
て
は

掲
福
を
天
道
に
託
し
得
ぬ
以
上
、
み
ず
か
ら
の
運
命
は
み
ず
か
ら
の

力
に
よ
っ
て
切
り
開
い
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
歴
史
家
と

し
て
の
自
負
に
み
ち
た
主
体
的
実
践
意
欲
を
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
淵
拐
の
作
品

(
h
h
-
L
・
し
)
を
眺
め
る
な
ら

ば
、
「
悲
土
不
遇
賦
」
に
お
い
て
集
約
し
た
以
上
の
よ
う
な
観
点
が

よ
り
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
ま
で

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
感
土
不
遇
斌
」
で
は
先
の
二
例

(
h
h
-
L
)

の
ご
と
く
、
天
道
へ
の
懐
疑
と
天
道
は
は
る
か
だ
と
す
る
嘆
声
が
重

ね
て
強
調
さ
れ
る
。
「
怨
詩
一
空
調
」
詩
で
は
天
道
も
鬼
神
の
世
界
も

い
ず
れ
も
、
測
り
が
た
い
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
た
し
か
な
手

ご
た
え
の
あ
る
わ
が
人
生
の
不
幸
の
事
実
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
具
体
的

に
顧
み
ら
れ
て
い
る
。
淵
明
の
場
合
と
り
わ
け
注
目
に
あ
た
い
す
る

の
は
、
不
幸
に
み
ち
た
人
生
を
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
受
け
と

め
、
生
き
ぬ
こ
う
と
す
る
気
概
が
鮮
か
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
一
t

不
遇
賦
一
(
し
)
、
「
飲
酒
i

一
其
二
(
れ
)
等
に
お
け
る
「
国
窮
」

は
、
そ
の
積
極
的
面
に
お
け
る
生
活
理
念
で
あ
り
、
「
飲
酒
」
其
十

一
(
れ
)
そ
の
他
数
多
く
の
作
品
で
う
た
わ
れ
る
、
飲
酒
な
ど
の
手
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段
に
よ
る
「
称
心
」
は
そ
の
消
極
一
白
に
お
け
る
慰
安
の
方
法
で
あ
っ

た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
怨
詩
楚
調
」
詩
(

y

h

)

の
、
生

活
の
不
透
は
み
な
自
分
自
身
が
招
い
た
こ
と
で
あ
り
、
天
を
怨
み
な

ど
す
ま
い
と
す
る
一
句
も
、
天
に
よ
る
禍
福
応
報
思
想
の
き
っ
ば
り

し
た
否
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
三
州
訪
問
』
憲
間
篇
の
「
不
怨

天
、
不
尤
人
、
下
学
市
上
達
し
を
山
県
故
と
す
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ

る
な
ら
、
貧
窮
生
活
を
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
受
け
と
め
よ
う

と
す
る
主
体
的
意
志
表
示
と
し
て
理
解
し
得
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

川
山
間
的
以
前
に
天
道
の
徴
昧
な
こ
と
を
嘆
じ
た
例
と
し
て
は
、
後
漢

(

日

)

(

日

〉

の
張
衡
の
「
同
町
田
賦
」
や
曹
槌
の
「
霊
亀
賦
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

可
馬
遼
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
忠
わ
れ
る
そ
れ
ら
い
ず
れ
も

が
、
不
遇
感
の
み
が
い
た
ず
ら
に
強
い
の
を
見
る
と
、
淵
mm
の
現
実

主
義
と
主
体
的
実
践
意
欲
と
は
ま
こ
と
に
鮮
か
で
あ
り
、
そ
の
意
味

か
ら
し
て
も
、
彼
の
「
天
道
は
幽
遠
」
と
い
う
表
白
は
、
子
産
と
可

馬
遼
の
二
つ
の
系
譜
の
積
極
的
側
面
を
章
一
ね
て
受
け
と
め
た
も
の
と

い
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

息
収
岳
災
三

l
;
i
l
 

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
例
を
あ
げ
る
。

故
老
贈
余
泊

天
量
去
此
哉

乃
ヰ
一
一
口
飲
得
仙
試
酌
百
情
遠
重
鎮
忽
忘
天

任
真
無
一
助
先

l
i故
老
余
に
酒
を
贈
り
乃
ち
言

さ
か
づ
き

ふ
飲
ま
ば
仙
を
得
ん
と
試
み
に
酌
め
ば
百
構
遠
く
鯵
を
重
ぬ

れ
ば
忽
ち
天
を
忘
る
天
量
に
此
を
去
ら
ん
や
真
に
任
か
せ
て

先
ん
ず
る
一
助
無
し
(
連
雨
独
飲
)

詩
中
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
先
に
あ
げ
た
作
品
群
よ
り
十
年
前
、
四

十
歳
当
時
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
「
忘
天
」
は
『
荘
子
』
天
地
篇

の
「
忘
乎
物
、
忘
乎
天
、
其
名
為
忘
己
。
忘
己
之
人
、
是
之
諮
入
於

天
。
」
に
基
づ
き
、
惚
然
忘
我
の
境
を
意
味
す
る
。
注
意
さ
れ
る
の

は
、
「
天
堂
去
此
哉
」
の
一
句
で
、
そ
の
よ
う
な
忘
我
の
境
地
こ
そ

天
で
あ
り
真
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
お
け
る
溜
を

噌
む
た
ま
さ
か
の
ひ
と
持
の
中
に
こ
そ
、
至
高
の
境
地
が
あ
る
の
だ

と
す
る
こ
の
詩
の
趣
意
は
、
淵
明
が
か
な
り
に
早
い
年
代
か
ら
、
人

間
の
現
実
生
活
を
離
れ
た
次
元
に
お
い
て
、
超
越
的
絶
対
的
天
を
探

究
す
る
こ
と
な
ど
は
無
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
-
証
し
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
川
m
m
m
の
由
密
詩
が
日
常
生
活
と
そ
れ
を
包
む
自
然

に
密
着
し
、
そ
の
実
像
を
多
彩
に
表
現
し
き
っ
て
い
る
根
底
に
は
、

右
の
よ
う
な
哲
学
が
確
国
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
思
わ
れ
る

の
で
ふ
の
る
。
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(
一
定
)

(
1
)

こ
れ
ら
の
諾
作
品
の
内
容
、
制
作
年
代
を
は
じ
め
と
し
て
、
陶
淵
明

の
伝
記
的
事
実
に
関
す
る
小
論
の
立
場
は
、
摩
仲
安
著
・
上
回
武
訳
注
の



『
陶
淵
明
伝
ー
l
l中
国
に
お
け
る
そ
の
人
間
像
の
形
成
過
程
』
お
よ
び
拙

稿
「
陶
淵
明
と
史
記
」

Q
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
)
の

記
述
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
c

(

2

)

拙
稿
「
陶
淵
拐
の
生
活
理
念
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
二

集
)

(

3

)

録
優
民
「
陶
淵
明
的
哲
翠
詩
」
(
同
氏
吋
陶
淵
明
論
集
』
)

0

0

0

0

0

0

0

0

 

7
)
「
僕
緒
不
遜
!
!
亦
欽
以
窮
天
人
之
際
、
通
古
今
之
変
、
成
一
家
之

言
。
」
(
「
報
任
少
期
書
」
〉

(
5
)

い
う
ま
で
も
な
く
天
道
が
善
人
に
福
を
与
え
悪
人
に
禍
い
を
与
え
る

と
い
う
考
え
は
、
古
来
か
ら
見
ら
れ
、
豆
電
経
』
や
『
左
一
伝
』
で
、
史
官

に
よ
っ
て
歳
星
(
木
星
)
の
運
行
と
関
連
す
る
予
言
と
し
て
語
ら
れ
る
例

な
ど
が
、
文
献
的
に
は
最
も
古
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
可
馬
遷
が
そ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
応
報
説
に
対
し
て
も
、
明
確
な
否
定
的
態
度
を
と
っ
て
い

る
こ
と
も
、
当
然
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
る
ハ
項
羽
本
紀
、
制
約

客
列
伝
、
蒙
情
列
伝
の
各
論
賛
、
詳
細
は
ふ
f

腕
輪
真
「
史
記
に
あ
ら
わ
れ
た

司
馬
遼
の
因
果
応
報
の
思
想
と
運
命
思
想
」

l
京
都
大
学
『
中
国
文
学

報
』
第
八
冊
、
制
稿
「
司
馬
遷
の
箆
史
認
識
に
つ
い
て
」
日
『
漢
文
教
室
内
一

第
一
六
七
号
参
照
〉
o

た
だ
し
司
馬
遼
の
天
道
観
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

小
論
で
取
り
あ
げ
た
資
料
以
外
に
は
、
清
の
馬
国
翰
が
『
玉
函
山
一
局
輯
佼

政
己
に
王
充
の
『
論
衡
』
か
ら
抄
出
し
た
「
素
王
妙
論
」
の
一
節
し
か
な

く
、
し
か
も
そ
れ
も
司
馬
遼
の
見
解
か
王
充
の
見
解
か
定
め
が
た
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
直
接
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
閤
難
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

、。
》
L
V

(

6

)

 

天
に
よ
る
道
徳
的
禍
福
報
応
説
へ
の
懐
疑
が
淵
明
の
精
神
の
内
奥
に

深
く
根
を
下
し
て
い
た
こ
と
は
、
『
史
記
』
、
司
馬
、
選
に
・
産
接
か
か
わ
っ
の

な
い
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
と
と
か
ら
も
想
定
で
き
よ
う
。

九
仁
者
必
寿
、
量
斯
言
之
謬
乎
c

ハ
晋
故
征
西
大
将
軍
長
史
一
五
府
君
伝
)

わ
れ
我
問
問
為
善
、
慶
自
己
話
。
彼
蒼
何
倍
御
所
不
新
報
。
ハ
祭
程
氏
妹
文
)

九
日
仁
者
芳
、
緊
独
信
之
。
如
何
斯
号
一
口
、
徒
能
見
歎
。
(
祭
従
弟
敬
遠

文〉

〈

7
)
古
人
何
言
、
積
善
之
家
必
有
余
慶
、
履
信
回
心
臓
、
自
天
祐
之
。
必
積

華
同
市
後
一
福
応
、
信
著
市
祐
来
、
猶
罪
之
招
罰
、
功
之
致
賞
也
。
(
難
宅
鉦
…

吉
凶
摂
生
論
〉

〈

8
〉
「
首
陽
山
賦
」
と
「
一
一
試
懐
詩
」
其
十
一
は
基
本
的
に
同
一
趣
旨
の
内

容
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
一
詠
懐
詩
」
を
引
用
す
る
。

歩
出
上
東
門
北
望
首
揚
ヰ
下
有
采
覆
土
上
有
嘉
樹
林
良
辰
在
何

許
凝
霜
治
衣
衿
寒
風
振
山
山
間
玄
雲
起
重
陰
鳴
躍
飛
南
征
鑓
鶏

発
京
音
素
質
遊
蕗
声
棲
憶
傷
我
心

(

9

)

夏
、
五
月
1
1
1
戊
寅
、
風
甚
、
壬
午
、
大
甚
。
宋
、
籍
、
際
、
鄭
皆

火
o
i
l
s樽
寵
日
、
不
用
吾
言
、
郵
又
将
火
。
鄭
人
一
読
用
之
。
子
産
不
可
。

子
大
叔
日
、
宝
以
保
民
也
。
若
有
火
、
国
幾
亡
。
可
以
救
亡
。
子
何
愛

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

鷲
。
子
産
自
、
天
道
遠
人
道
題
、
非
所
及
也
。
何
以
知
之
。
寵
駕
知
天

道
、
是
亦
多
言
失
。
量
不
或
信
。
遂
不
与
。
亦
不
復
火
。

ハ
叩
〉
堀
池
信
夫
『
漢
貌
思
想
史
研
究
』
の
特
に
第
二
輩
、
後
漢
期
の
思
想

三
、
知
識
人
の
合
理
性
お
よ
び
第
三
輩
、
貌
晋
期
の
思
想
二
、
思
惟

の
内
外
侍
碍
玄
の
『
馬
釣
伝
』
を
参
照
。

(
日
)
〈
第
一
段
落
〉
悲
夫
、
土
生
之
不
辰
、
惚
額
影
一
間
独
存
。
恒
租
己
而

復
礼
、
鑓
志
行
無
関
。
諒
才
建
而
世
一
民
、
将
逮
死
市
長
勤
。
難
有
行
而
不

( 24 ) 



彰
、
徒
有
能
市
不
陳
。
何
窮
達
之
易
惑
、
信
美
悪
之
難
分
。
時
悠
悠
市
蕩

務
将
遂
屈
不
仲
。

0

0

0

 

〈
第
二
段
落
〉
使
公
子
公
者
彼
我
向
号
、
私
子
私
者
自
相
悲
今
。
天
道
徴

。
0

0

0

0

0

0

0

0

哉
、
呼
瑳
潟
今
。
人
理
顕
然
、
相
傾
奪
令
。
好
生
恋
死
、
才
之
郁
也
。

好
貴
夷
践
、
哲
之
乱
也
。
沼
焔
洞
達
、
胸
中
総
也
。
昏
昏
間
覚
、
内
生
議

也。〈
第
三
段
落
〉
我
之
心
突
、
哲
己
能
付
。
我
之
午
一
一
向
失
。
哲
己
能
選
。
没
世

無
関
、
古
人
惟
恥
。
朝
関
タ
死
、
敦
一
五
其
否
。
逆
順
還
府
、
乍
没
乍
起
。

無
造
福
先
、
無
触
禍
始
。
委
之
自
然
、
終
帰
一
会
。

(
ロ
)
治
都
邑
以
永
久
、
無
関
略
以
佐
時
。
徒
臨
川
以
羨
魚
、
侠
河
清
乎
未

0

0

0

0

0

0

 

期
。
感
奈
子
之
隙
慨
、
従
唐
生
以
決
疑
。
諒
天
道
之
徴
味
、
追
漁
父
以
間

態
。
超
挨
題
以
退
逝
、
与
世
事
乎
長
辞
。

0

0

0

0

0

 

(
日
〉
天
道
昧
市
分
、
神
明
断
市
難
燭
。
賀
氏
没
於
空
沢
、
松
喬
化
於
扶

木
。
蛇
折
鱗
平
果
、
竜
脱
骨
於
深
谷
。
亮
物
類
之
遷
化
、
疑
斯
霊
之
解

w成
。
小
論
は
一
九
九

0
年
度
大
塚
漢
文
学
会
に
お
け
る
口
頭
報
告
原
稿
を
大
巾

に
加
筆
修
改
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
賀
栄
治
先
生
を
は
じ
め
、
諾
先
生
の
ご

教
示
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

( 25 ) 

〈
一
九
九
一
年
二
月
)

〈
埼
玉
短
期
大
学
〉


